
中 3数学 式の展開 No.1 名前

‌ 1 ‌ [3項式の 2乗] (2a+3b¡ 5)2 を次の 3通りの方法で展開しなさい。

‌(1)‌ 3£ 3 = 9通りのかけ算を行い，同類項をまとめる。

‌(2)‌ 2a+3bをひとかたまりの項と考え，(2項式)2 の公式を使う。

‌(3)‌ 公式 (x+y+z)2 = x2+y2+z2+2xy+2yz+2zxを利用する。

‌ 2 ‌ [3項式の 2乗] 公式 (x+y+z)2 =x2+y2+z2+2xy+2yz+2zxを利用して，次の式を展開しなさい。

‌(1)‌ (3a¡ b+2)2

‌(2)‌ (5a+3b¡ 4c)2



中 3数学 式の展開 No.1 解答

‌ 1 ‌ [3項式の 2乗] (2a+3b¡ 5)2 を次の 3通りの方法で展開しなさい。

‌(1)‌ 3£ 3 = 9通りのかけ算を行い，同類項をまとめる。

‌@解答 ‌ (2a+3b¡ 5)(2a+3b¡ 5)

= 4a2+6ab¡ 10a+6ab+9b2¡ 15b¡ 10a¡ 15b+25

= 4a2+12ab+9b2¡ 20a¡ 30b+25 Ý 答

‌(2)‌ 2a+3bをひとかたまりの項と考え，(2項式)2 の公式を使う。

‌@解答 ‌ Q(2a+3b)¡ 5i2
= (2a+3b)2¡ 10(2a+3b) +25

= 4a2+12ab+9b2¡ 20a¡ 30b+25 Ý 答

‌@別解 ‌ 置き換えを使って表すと，
(2a+3b¡ 5)2

= (M¡ 5)2 ← 2a+3b=Mとおいた

=M2¡ 10M+25

= (2a+3b)2¡ 10(2a+3b) +25 ←Mを 2a+3bに戻した

= 4a2+12ab+9b2¡ 20a¡ 30b+25 Ý 答

‌(3)‌ 公式 (x+y+z)2 = x2+y2+z2+2xy+2yz+2zxを利用する。

‌@解答 ‌ (2a+3b¡ 5)2

= 4a2+9b2+25+12ab¡ 30b¡ 20a Ý 答

‌ 2 ‌ [3項式の 2乗] 公式 (x+y+z)2 =x2+y2+z2+2xy+2yz+2zxを利用して，次の式を展開しなさい。

‌(1)‌ (3a¡ b+2)2

= 9a2+b2+4¡ 6ab¡4b+12a Ý 答

‌(2)‌ (5a+3b¡ 4c)2

= 25a2+9b2+16c2+30ab¡ 24bc¡40ca Ý 答



中 3数学 因数分解 No.1 名前

‌ 1 ‌ [因数分解の利用] 次の計算をしなさい。(計算過程を示すこと)

‌(1) ‌ 1782¡ 782 ‌(2) ‌ 962+3£ 96¡ 4

‌ 2 ‌ [因数分解の利用] 次の計算をしなさい。(計算過程を示すこと)

‌(1) ‌ 2952¡ 293£ 297 ‌(2) ‌ 374£ 384¡ 373£ 385

‌ 3 ‌ [因数分解の利用] 次の問いに答えなさい。

‌(1) ‌

422¡ 1
442¡ 1

を約分しなさい。 ‌(2) ‌ 9991を素因数分解しなさい。



中 3数学 因数分解 No.1 解答

‌ 1 ‌ [因数分解の利用] 次の計算をしなさい。(計算過程を示すこと)

‌(1) ‌ 1782¡ 782

= (178+78)(178¡ 78)

= 256£ 100

= 25600 Ý 答

‌(2) ‌ 962+3£ 96¡ 4

= (96+4)(96¡ 1)

= 100£ 95

= 9500 Ý 答

‌ 2 ‌ [因数分解の利用] 次の計算をしなさい。(計算過程を示すこと)

‌(1) ‌ 2952¡ 293£ 297

= 2952¡ (295¡ 2)(295+2)

= 2952¡ (2952¡ 22)

= 22

= 4 Ý 答

‌(2) ‌ 374£ 384¡ 373£ 385

= 374£ 384¡ (374¡ 1)(384+1)

= 374£ 384¡ (374£ 384+374¡ 384¡ 1)

=¡374+384+1

= 11 Ý 答

‌ 3 ‌ [因数分解の利用] 次の問いに答えなさい。

‌(1) ‌

422¡ 1
442¡ 1

を約分しなさい。

422¡ 12

442¡ 12
=

(42+1)(42¡ 1)
(44+1)(44¡ 1)

=
43£ 41
45£ 43

=
41
45

Ý 答

‌(2) ‌ 9991を素因数分解しなさい。

9991 = 10000¡ 9

= (100+3)(100¡ 3)

= 103£ 97

97と 103は素数である。
9991 = 97£ 103 Ý 答



中 3数学 平方根 No.1 名前

‌ 1 ‌ [
B

n の値の範囲] 次の問いに答えなさい。

‌(1)‌

B

61 の整数部分を求めなさい。

‌(2)‌

B

n の整数部分が 3となるような整数 n をすべて求めなさい。

‌(3)‌ n <
B

29 < n+1を満たす整数 n を求めなさい。

‌(4)‌ n <
B

40 < n+3を満たす整数 n をすべて求めなさい。



中 3数学 平方根 No.1 解答

‌ 1 ‌ [
B

n の値の範囲] 次の問いに答えなさい。

‌(1)‌

B

61 の整数部分を求めなさい。

‌@解答 ‌

B

49 ·
B

61 <
B

64

7 ·
B

61 < 8

よって，
B

61 の整数部分は 7 Ý 答

‌(2)‌

B

n の整数部分が 3となるような整数 n をすべて求めなさい。

‌@解答 ‌ 3 ·
B

n < 4
B

9 ·
B

n <
B

16

これを満たす整数 n は，n = 9，10，11，12，13，14，15 Ý 答

‌(3)‌ n <
B

29 < n+1を満たす整数 n を求めなさい。

‌@解答 ‌

B

25 <
B

29 <
B

36

5 <
B

29 < 6

よって，n = 5 Ý 答

‌(4)‌ n <
B

40 < n+3を満たす整数 n をすべて求めなさい。

‌@解答 ‌

B

36 <
B

40 <
B

49 より，
n = 4のとき，

4 5 6 7 8 9

3

n = 5のとき，
4 5 6 7 8 9

n = 6のとき，
4 5 6 7 8 9

B

40

B

40 は 6と 7の間にある。
4 <

B

40 < 7

5 <
B

40 < 8

6 <
B

40 < 9

よって，n = 4，5，6 Ý 答



中 3数学 2次方程式 No.1 名前

‌ 1 ‌ [2次方程式の解法] 次の 2次方程式を解きなさい。

‌(1) ‌ 5x2 = 125 ‌(2) ‌ (2x¡ 1)2 = 49

‌(3) ‌ x2+3x¡ 28 = 0 ‌(4) ‌ 2x2¡ 8x¡ 42 = 0

‌(5) ‌ x2+6x¡ 3 = 0 ‌(6) ‌

x2

6
¡ x

3
+

1
6
= 0

‌(7) ‌ (x+2)(x¡ 3) = 6 ‌(8) ‌ (x¡ 2)2¡ 3(x¡ 2)¡ 4 = 0



中 3数学 2次方程式 No.1 解答

‌ 1 ‌ [2次方程式の解法] 次の 2次方程式を解きなさい。

‌(1) ‌ 5x2 = 125

x2 = 25

x = §5 Ý 答 ← 25の平方根は§5

‌(2) ‌ (2x¡ 1)2 = 49

2x¡ 1 = §7 ← 49の平方根は§7

2x = 1§ 7

x=
1§ 7
2

x = 4，¡3 Ý 答

‌(3) ‌ x2+3x¡ 28 = 0

(x¡ 4)(x+7) = 0

x = 4，¡7 Ý 答

‌(4) ‌ 2x2¡ 8x¡ 42 = 0

x2¡ 4x¡ 21 = 0 ←両辺を 2で割った

(x¡ 7)(x+3) = 0

x = 7，¡3 Ý 答

‌(5) ‌ x2+6x¡ 3 = 0

x =
¡6§

B

36+12
2

←解の公式

=
¡6§ 4

B

3
2

=¡3§ 2
B

3 Ý 答

‌(6) ‌

x2

6
¡ x

3
+

1
6
= 0

x2¡ 2x+1 = 0 ←両辺に 6をかけた

(x¡ 1)2 = 0

x¡ 1 = 0

x = 1 Ý 答

‌(7) ‌ (x+2)(x¡ 3) = 6

x2¡x¡ 6 = 6

x2¡x¡ 12 = 0

(x¡ 4)(x+3) = 0

x = 4，¡3 Ý 答

‌(8) ‌ (x¡ 2)2¡ 3(x¡ 2)¡ 4 = 0

f(x¡ 2)¡ 4gf(x¡ 2)+1g = 0

(x¡ 6)(x¡ 1) = 0

x = 6，1 Ý 答

‌@別解 ‌ 一旦展開すると，
x2¡ 4x+4¡ 3x+6¡ 4 = 0

x2¡ 7x+6 = 0

(x¡ 6)(x¡ 1) = 0

x= 6，1 Ý 答



中 3数学 2次関数 No.1 名前

‌ 1 ‌ [座標のパラメータ表示] 右の図のように，放物線 y =
1
2
x2 上の x > 0 y=

1
2
x2

P

Q

R

x

y

O

の部分に点 Pをとり，点 Pから x軸に垂線 PQ，y軸に垂線 PRをひく。

‌(1)‌ 長方形 PQORが正方形になるときの点 Pの座標を求めなさい。

‌(2)‌ 長方形 PQORの周の長さが 48になるときの点 Pの座標を求めなさい。

‌ 2 ‌ [座標のパラメータ表示] 右の図のように，放物線1 : y=
1
4
x2 と，

x

y

O

‌1‌

‌2‌

Q

P

R

A

直線2 : y = ¡ 1
2
x+6があり，その交点のうち x座標が正である点を

Aとする。また， ‌1 ‌ 上の OA間に点 Pをとり，点 Pと x座標が等しく
なるように，‌2 ‌ 上に点 Q，x軸上に点 Rをとる。

‌(1)‌ PQ = 4のとき，点 Pの座標を求めなさい。

‌(2)‌ 点 Pが QRの中点となるとき，点 Pの座標を求めなさい。



中 3数学 2次関数 No.1 解答

‌ 1 ‌ [座標のパラメータ表示] 右の図のように，放物線 y =
1
2
x2 上の x > 0 y=

1
2
x2

P

Q

R

t

1
2
t2

x

y

O

の部分に点 Pをとり，点 Pから x軸に垂線 PQ，y軸に垂線 PRをひく。

‌(1)‌ 長方形 PQORが正方形になるときの点 Pの座標を求めなさい。

‌@解答 ‌ 点 Pの座標を #t，1
2
t2; とおく。(t > 0)

OQ = ORより，t = 1
2
t2，これを解いて，t = 0，2

ただし，t > 0なので，t= 2

よって，点 Pの座標は (2，2) Ý 答

‌@別解 ‌ 放物線 y=
1
2
x2 と直線 y= xの交点を求めてもよい。

‌(2)‌ 長方形 PQORの周の長さが 48になるときの点 Pの座標を求めなさい。

‌@解答 ‌ 点 Pの座標を #t，1
2
t2; とおく。(t > 0)

2(OQ+OR) = 48より，2#t+ 1
2
t2; = 48，これを解いて，t =¡8，6

ただし，t > 0なので，t= 6

よって，点 Pの座標は (6，18) Ý 答

‌ 2 ‌ [座標のパラメータ表示] 右の図のように，放物線1 : y=
1
4
x2 と，

x

y

O

‌1‌

‌2‌

Q

P

R

A

t

1
4
t2

¡ 1
2
t+6

4

直線2 : y = ¡ 1
2
x+6があり，その交点のうち x座標が正である点を

Aとする。また， ‌1 ‌ 上の OA間に点 Pをとり，点 Pと x座標が等しく
なるように，‌2 ‌ 上に点 Q，x軸上に点 Rをとる。

‌(1)‌ PQ = 4のとき，点 Pの座標を求めなさい。

‌@解答 ‌ 点 Pの x座標を t (0< t < 4)とおくと，

点 P，Qの y座標は，それぞれ 1
4
t2，¡ 1

2
t+6と表される。

PQ = 4より，#¡ 1
2
t+6;¡ 1

4
t2 = 4，これを解いて，t =¡4，2

ただし，0 < t < 4なので，t = 2

よって，点 Pの座標は (2，1) Ý 答

‌(2)‌ 点 Pが QRの中点となるとき，点 Pの座標を求めなさい。

‌@解答 ‌ 点 P，Q，Rの座標の設定は ‌(1) ‌ と同じとする。

QR= 2PRより，¡ 1
2
t+6 = 2# 1

4
t2;，これを解いて，t =¡4，3

ただし，0 < t < 4なので，t = 3

よって，点 Pの座標は #3，9
4
; Ý 答



中 3数学 図形の相似 No.1 名前

‌ 1 ‌ [相似比の利用] 右の図の直角三角形 ABCにおいて，3辺 AB， A

B C

FD

E
8cm

6cm

BC，CA上にそれぞれ点 D，E，Fをとり，四角形 DBEFが正方
形になるようにする。このとき，正方形 DBEFの 1辺の長さを求
めなさい。



中 3数学 図形の相似 No.1 解答

‌ 1 ‌ [相似比の利用] 右の図の直角三角形 ABCにおいて，3辺 AB， A

B C

FD

E
8cm

6cm

6¡x

x

x

8¡x

BC，CA上にそれぞれ点 D，E，Fをとり，四角形 DBEFが正方
形になるようにする。このとき，正方形 DBEFの 1辺の長さを求
めなさい。

‌@解答 ‌ 正方形の 1辺の長さを xcmとすると，
AD= 6¡x (cm)

EC = 8¡x (cm)

と表せる。
4ADFと4FECにおいて，

仮定より，ÎADF = ÎFEC (= 90Ü)
DFÍBCの同位角より，ÎAFD= ÎFCE

2組の角がそれぞれ等しいので，4ADF Í4FEC

よって，(6¡x) : x = x : (8¡x)

これを解くと，x =
24
7

よって，正方形の 1辺の長さは， 24
7

cm Ý 答

‌@別解 ‌ 4ADF，4FEC，4ABCはすべて相似なので，
4ADFÍ4ABCを利用するなら，(6¡x) : x= 6 : 8

4FEC Í4ABCを利用するなら，x : (8¡x) = 6 : 8

どれを解いても，x=
24
7
となる。

‌@別解 ‌ (連比の利用)

AD : DF = FE : EC = 3 : 4

DF = FEなので，AD : DF : FE : EC = 9 : 12 : 12 : 16

AD+FE = 6cmなので，FE = 6cm£ 12
9+12

=
24
7

cm Ý 答

‌@別解 ‌ (作図的発想)

x

y y = x

8

6

²
²

A

B

C

F
D

E

Bを原点とし，A(0，6)，C(8，0) となる座標平面を考える。
点 FはÎABCの二等分線と直線 ACとの交点である。
ÎABCの二等分線の式は，y= x ÝÝ ‌1 ‌

直線 ACの式は，y= ¡ 3
4
x+6 ÝÝ ‌2‌

1，2を解くと，x = y=
24
7
，すなわち，F# 24

7
，24

7
;

よって，正方形の 1辺の長さは， 24
7

cm Ý 答



中 3数学 図形の相似 No.2 名前

‌ 1 ‌ [中点連結定理の利用] 次の問いに答えなさい。

‌(1)‌ 右の図の4ABCで，ÎB= 90Ü，点Mは辺ACの中点である。こ
A

B C

M
のとき，AM= BM = CMであることを次のように証明した。
‌ ‌ にあてはまるものを答えなさい。

[証明]

点Mから AB，BCにそれぞれ垂線MH，MKをひく。
四角形MHBKは，すべての ‌

ア
‌ が等しいので長方形であり，

長方形の性質より， イ
=

ウ ÝÝ ‌1‌

AM= CM，MHÍBCより， エ
=

オ ÝÝ ‌2 ‌

AM= CM，MKÍABより， カ
=

キ ÝÝ ‌3‌

2，3より，4ABCに中点連結定理を用いて， ウ =
1
2
AC ÝÝ ‌4 ‌

1，4より， イ =
1
2
AC ÝÝ ‌5 ‌

仮定より， ク
=

ケ
=

1
2
AC ÝÝ ‌6 ‌

5，6より，AM = BM= CM Ý 終

‌(2)‌ 右の図のように，ËABCDの辺 BCの中点をMとし，頂点 D A

B C

D

M

H

から AMに垂線 DHをひく。このとき，CD= CHであることを
証明しなさい。
ただし，証明の中で ‌(1) ‌ の結果を利用すること。



中 3数学 図形の相似 No.2 解答

‌ 1 ‌ [中点連結定理の利用] 次の問いに答えなさい。

‌(1)‌ 右の図の4ABCで，ÎB= 90Ü，点Mは辺ACの中点である。こ
A

B C

M
H

K

のとき，AM= BM = CMであることを次のように証明した。
‌ ‌ にあてはまるものを答えなさい。

[証明]

点Mから AB，BCにそれぞれ垂線MH，MKをひく。
四角形MHBKは，すべての ‌

ア内角 ‌ が等しいので長方形であり，

長方形の性質より， イ
BM =

ウ
HK ÝÝ ‌1‌

AM= CM，MHÍBCより， エ
AH =

オ
BH ÝÝ ‌2 ‌

AM= CM，MKÍABより， カ
CK =

キ
BK ÝÝ ‌3‌

2，3より，4ABCに中点連結定理を用いて， ウ =
1
2
AC ÝÝ ‌4 ‌

1，4より， イ =
1
2
AC ÝÝ ‌5 ‌

仮定より， ク
AM =

ケ
CM =

1
2
AC ÝÝ ‌6 ‌

5，6より，AM = BM= CM Ý 終

‌(2)‌ 右の図のように，ËABCDの辺 BCの中点をMとし，頂点 D

E

±
±

²
²

A

B C

D

M

H

から AMに垂線 DHをひく。このとき，CD= CHであることを
証明しなさい。
ただし，証明の中で ‌(1) ‌ の結果を利用すること。

‌@解答 ‌ 直線 AMと直線 CDの交点を Eとする。
4ABMと4ECMにおいて，
仮定より，BM= CM

対頂角は等しいので，ÎAMB= ÎEMC

ABÍCDの錯角より，ÎABM= ÎECM

1辺とその両端の角がそれぞれ等しいので，4ABM´4ECM

よって，AB = EC ÝÝ ‌1 ‌

平行四辺形の対辺なので，AB = DC ÝÝ ‌2 ‌

1，2より，EC = DC ÝÝ ‌3 ‌

4DHEにおいて，
仮定より，ÎDHE= 90Ü
‌3‌ より，点 Cは辺 DEの中点

よって， ‌(1) ‌ の結果より，DC = HC= EC

ゆえに，CD = CH Ý 終



中 3数学 円周角 No.1 名前

‌ 1 ‌ [円周角と相似] 右の図のように，円周上に 5点A，B，C，D，
² ² ²

A

B

C D

E
P Q

Eがあり，ACとADはÎBAEを 3等分している。また，ACと
ADが BEと交わる点をそれぞれ P，Qとする。AB= 5，AC=

9，AD= 10，AE= 8のとき，BP : PQ : QEを求めなさい。



中 3数学 円周角 No.1 解答

‌ 1 ‌ [円周角と相似] 右の図のように，円周上に 5点A，B，C，D，
² ² ²

A

B

C D

E
P Q

5

9 10

8

5 8
4

40
9

9 8
!

"

² ² ²

A

B E
P Q

Eがあり，ACとADはÎBAEを 3等分している。また，ACと
ADが BEと交わる点をそれぞれ P，Qとする。AB= 5，AC=

9，AD= 10，AE= 8のとき，BP : PQ : QEを求めなさい。

‌@解答 ‌ 4ABP Í4ADEより，
AB : AD = AP : AE

5 : 10 = AP : 8

AP = 4

同様に，4ABC Í4AQEから，
AB : AQ = AC : AE

5 : AQ = 9 : 8

AQ =
40
9

4ABQにおいて，APはÎBAQを 2等分しているので，
BP : PQ = AB : AQ

= 5 :
40
9

= 9 : 8 ÝÝ ‌2‌

4APEでも同様にして，
PQ : QE = AP : AE

= 4 : 8

= 1 : 2 ÝÝ ‌1 ‌

1，2より，BP : PQ : QE = 9 : 8 : 16 Ý 答 ←連比をとった



中 3数学 三平方の定理 No.1 名前

‌ 1 ‌ [三角形の内接円] 次の4ABCについて，内接円の半径を求めなさい。

‌(1) ‌

A

B C

4

6

‌(2) ‌

B C

A

13

10

13

‌(3) ‌

A

B C

12

12

12

‌ 2 ‌ [長方形に内接する 2円] AB = 8，BC = 9の長方形 ABCDと， A

B C

D

O

O0

8

9

その内部に互いに外接する円 O，O0 がある。円 O は辺 BC，CD，
ADに接し，円 O0は辺AB，BCに接している。このとき，円 O0の
半径を求めなさい。



中 3数学 三平方の定理 No.1 解答

‌ 1 ‌ [三角形の内接円] 次の4ABCについて，内接円の半径を求めなさい。

‌(1) ‌

A

B C

4

6

x
6¡x

x

4¡x

6¡x

4¡x
2
B

13

AC=
B

42+62 = 2
B

13

円の半径を xとすると，
(4¡x) + (6¡x) = 2

B

13

x = 5¡
B

13 Ý 答

‌(2) ‌

B C

A

13

10

13

x

12¡x

x
x

5

O

H

I

AH=
B

132¡ 52 = 12

円の半径を xとすると，
4AOIÍ 4ABHより，
(12¡x) : x = 13 : 5

x =
10
3

Ý 答

‌(3) ‌

A

B C

12

12

12

O

H
6

30Ü

ÎOBH = 30Üより，
OH : BH = 1 :

B

3

よって，円の半径は，

OH =
BH
B

3
=

6
B

3
= 2

B

3 Ý 答

‌ 2 ‌ [長方形に内接する 2円] AB = 8，BC = 9の長方形 ABCDと， A

B C

D

O

O0

8

9

H

4

4

x

x

x+4

4¡x

5¡x

その内部に互いに外接する円 O，O0 がある。円 O は辺 BC，CD，
ADに接し，円 O0は辺AB，BCに接している。このとき，円 O0の
半径を求めなさい。

‌@解答 ‌ 右の図のように4OO0Hをつくる。
円 O0 の半径を xとすると，
OO0 = x+4，OH = 4¡x，O0H = 9¡ (x+4) = 5¡x

三平方の定理より，OO02 =OH2+O0H2 なので，
(x+4)2 = (4¡x)2+ (5¡x)2

x2¡ 26x+25 = 0

(x¡ 1)(x¡ 25) = 0

0 < x < 4より，x= 1

よって，円 O0 の半径は 1 Ý 答



中 3数学 三平方の定理 No.2 名前

‌ 1 ‌ [座標平面上の円] 原点 O を中心とする半径 3 の円と，点

x

y

O

`

A

B

C

4

3 5

A(5，0) を通る直線 ` が，2 点 B,C で交わっている。弦 BC

の長さが 4であるとき，直線 `の式を求めなさい。ただし，`

の傾きは負とする。



中 3数学 三平方の定理 No.2 解答

‌ 1 ‌ [座標平面上の円] 原点 O を中心とする半径 3 の円と，点

x

y

O

`

A

B

C

4

3 5

A(5，0) を通る直線 ` が，2 点 B,C で交わっている。弦 BC

の長さが 4であるとき，直線 `の式を求めなさい。ただし，`

の傾きは負とする。

M 中心から弦に垂線を下ろして直角三角形をつくり，三平方
の定理を使う。

‌@解答 ‌ Oから BCにひいた垂線を OHとすると，Hは BC

A

B

C

HD

3 5
x

y

O

2

3

B

5 2
B

5

`

の中点なので，
BH= 4£ 1

2
= 2

4OBHに三平方の定理を用いて，

OH=
B

32¡ 22 =
B

5

4OAHに三平方の定理を用いて，

AH=
C

52¡ (
B

5 )2 = 2
B

5

直線 `と y軸との交点を Dとすると，
4AODÍ4AHOより，

DO
AO

=
OH
AH

=

B

5

2
B

5
=

1
2

すなわち，直線 `の傾きは ¡ 1
2

A(5，0) を通り，傾きが ¡ 1
2
の直線の式を求めると，

y= ¡ 1
2
(x¡ 5) +0

= ¡ 1
2
x+

5
2

よって，直線 `の式は，y = ¡ 1
2
x+

5
2

Ý 答

‌@参考 ‌

DO
AO

と OH
AH

は，どちらもÎOADがつくる傾斜を 垂直距離
水平距離 で表すものである。

いま，Aの位置に立ってると考えて，
DO
AO

は，AOを水平方向として，ADを見上げたときの傾斜を表す。

OH
AH

は，AHを水平方向として，AOを見上げたときの傾斜を表す。

このように考えると，どちらも傾斜角はÎOADで共通なので，等しいのは当たり前である。
この分数の値を tanÎOADと表す。tanはタンジェントと読み，高校の数学Ⅰで学習する。



中 3数学 標本調査 No.1 名前

‌ 1 ‌ [標本調査] 糖度が 14度以上の林檎を甘い林檎とよぶ。ある果樹園で収穫された 11740個の林檎から，60
個を無作為に抽出して糖度を調べたところ，甘い林檎は 23個あった。この結果から，収穫した 11740個の
林檎のうち，甘い林檎は何個あると推定されるか。上から 2桁の概数で答えなさい。

‌ 2 ‌ [標本調査] A市のすべての中学生 7840人のうち，無作為に抽出した 学習時間 (分) 度数 (人)

以上 未満
0 ～ 30 6

30 ～ 60 27

60 ～ 90 46

90 ～ 120 67

120 ～ 150 40

150 ～ 180 14

計 200

200人について，家庭での 1日の学習時間を調査したところ，右の度数
分布表のような結果となった。この調査結果によると，家庭での 1日の
学習時間が 120分以上の中学生は，A市全体では何人いると推定される
か。上から 2桁の概数で答えなさい。



中 3数学 標本調査 No.1 解答

‌ 1 ‌ [標本調査] 糖度が 14度以上の林檎を甘い林檎とよぶ。ある果樹園で収穫された 11740個の林檎から，60
個を無作為に抽出して糖度を調べたところ，甘い林檎は 23個あった。この結果から，収穫した 11740個の
林檎のうち，甘い林檎は何個あると推定されるか。上から 2桁の概数で答えなさい。

‌@解答 ‌ 収穫した林檎全体のうちの甘い林檎の個数を x個とする。

林檎全体において，甘い林檎の割合は， x
11740

ÝÝ ‌1‌

60個の標本において，甘い林檎の割合は， 23
60

ÝÝ ‌2 ‌

‌1‌ と ‌2‌ はほぼ等しいと考えられるから， x
11740

=
23
60

これを解いて，x =
11740£ 23

60
=

13501
3

= 4500:3ÝÝÌ 4500

答 およそ 4500個

‌ 2 ‌ [標本調査] A市のすべての中学生 7840人のうち，無作為に抽出した 学習時間 (分) 度数 (人)

以上 未満
0 ～ 30 6

30 ～ 60 27

60 ～ 90 46

90 ～ 120 67

120 ～ 150 40

150 ～ 180 14

計 200

200人について，家庭での 1日の学習時間を調査したところ，右の度数
分布表のような結果となった。この調査結果によると，家庭での 1日の
学習時間が 120分以上の中学生は，A市全体では何人いると推定される
か。上から 2桁の概数で答えなさい。

‌@解答 ‌ 「1日の学習時間が 120分以上である」という条件を Pとする。
A市の中学生全体のうち，Pを満たす生徒の人数を x人とする。
A市の中学生全体において，Pを満たす生徒の割合は，

x
7840

ÝÝ 1

200人の標本において，Pを満たす生徒の割合は， ←いわゆる相対度数
40+14
200

=
27
100

ÝÝ 2

‌1‌ と ‌2‌ はほぼ等しいと考えられるから，
x

7840
=

27
100

これを解いて，

x =
7840£ 27

100
=

211680
100

= 2116:8 Ì 2100

答 およそ 2100人


